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１．はじめに

日本は 1960 年代の高度経済成長期に激甚な産業公害が発生した。しかし，1970 年に開会された公害国

会で公害防止に関する国の法制度が整備され，その後，産業公害は急速に改善されてゆく。とりわけ顕著

に改善されたのが硫黄酸化物による大気汚染である。一般環境中の二酸化硫黄濃度は1960年代末期から急

速に低下し，1970年代には全国で環境基準が達成されるようになった。

戦前から1950年代にかけて，工業都市では石炭の燃焼に伴う降下煤塵が市民を悩ませたが，エネルギー

源が石炭から石油に転換されるに伴い，煤塵問題は公害対策が実施されないうちにおおむね解決する。し

かし，その後の日本の産業が高硫黄の中近東産石油に依存していたため，燃料としての重油の消費量が拡

大するに伴い硫黄酸化物問題が深刻化する。発生源対策であっても，エンド・オブ・パイプの対策であっ

ても，硫黄酸化物対策には相当の費用がかかり，企業にとっては重い負担になる。どのようにして渋る企

業に対策を講じさせるかは，当時の地方行政の大きな課題であった。

本報告では，1960 年代から 1970 年代にかけて，大阪市，横浜市及び北九州市が実施した硫黄酸化物削

減策について，それがなぜ効果を上げたのかについて検討する。現在，急速に工業化を進めているアジア

諸国等では，公害防止に関する制度が整備されている一方でなかなか環境が改善されない。硫黄酸化物に

よる大気汚染が深刻化している地域も各所に見られる。日本で硫黄酸化物対策が成功した理由が明らかに

なれば，これら諸地域でなぜ環境改善が進まないのか，進めるためには何が必要であるかを解明する手が

かりになると考えられるからである。

２．講演要旨集の意義

（１）情報の発信

20世紀前半まで石油価格は石油メジャーによって統制されていたが，1930年代に中東大油田が発見さ

れ，クウェート，サウジアラビア，イラクが石油大増産を行うようになると，1950年代ごろから値崩れが

始まる。さらに日本ではドッジ・ラインを境に輸入統制が解除され，1952年には石油製品の価格と数量制

限が撤廃されて，石油の利用が容易になった。その一方で，国内炭鉱では同年10月から63日間の長期に

わたるストライキが発生して，石炭の供給不安が発生していた。こうして，国内炭消費を奨励する政府の

意向とは逆に，産業界は高価なうえに供給が不安定な国内炭を見切り，安価かつ安定的に供給される上，

液体であるために取り扱いが容易な石油へ燃料転換を始めた。1960年代初頭になると，主要エネルギーは

石炭から石油に変わっていた 。

ところが，国内で利用されるようになった燃料の多くは硫黄分を多く含む中近東産の重油であったた

め ，工業都市では1960年代初頭から硫黄酸化物による大気汚染が顕在化した。厚生省は公害対策の必要

性を早くから認識し，1953年には全国の大気汚染，水質汚濁，騒音，振動について発生数と被害人数の調
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